
弘

法

大

師

伝

絵

巻

考

-
諸
本
の
分
類
と
概
要

ー

塩

出

貴

美

子

は
じ
め

に

弘
法
大
師
空
海
の
伝
記
は
、
歴
史
的
な
事
実
だ
け
で
な
く
、
潤
色
さ
れ
た
数
多

く
の
説
話
伝
承
に
彩
ら
れ
な
が
ら
、
後
世
、
次
第
に
膨
張
し
て
多
彩
な
展
開
を
遂

げ
る
。
そ
の
絵
画
化

の
現
存
最
古
例
は
、
保
延
二
年

(
一
=
二
六
)
制
作

の
旧
永

久
寺
真
言
堂
障
子
絵
に
見
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は

「真
言
八
祖
行
状
図
」
の
中

の

一

図
と
し
て
、
空
海
伝
の
代
表
的
な
事
蹟
で
あ
る

「秘
鍵
開
題
」
と

「高
野
尋
入
」

　
　

　

に
ま

つ
わ
る
数
場
面
を
描

い
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
誕
生
か
ら
入

定
ま
で
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
以
降

の
事
蹟
を
も
含
む
総
合
的
な
伝
記
絵
が
登
場
す

　
　

　

る
の
は
、
鎌
倉
時
代
も
中
頃

に
至

っ
て
か
ら
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
ち
ょ
う
ど
新
仏
教
、
旧
仏
教
と
も
に
高
僧
伝
絵
が
盛
行
し
始
め
る
時
期

に

一

致
し
て
お
り
、
弘
法
大
師

に
つ
い
て
も
、

こ
う
し
た
機
運
に
乗
じ
て
伝
記
絵
制
作

が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
制
作
当
初

の
作
品
は
伝
存
し
て
い
な
い
。
現
存
す
る
の

は
、
十
三
世
紀
末
あ
る
い
は
十
四
世
紀
初
頃
に
制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
絵
巻

の
端
本
数
種
を
は
じ
め
と
し
、
大
多
数
は
室
町
以
降
の
作
品
で
あ
る
。
画
面
形
式

か
ら
は
巻
子
本
と
掛
幅
本
に
大
別
さ
れ
る
が
、
量
的
に
は
巻
子
本
が
圧
倒
的

に
多

い
。
そ
れ
ら
は

コ
局
祖
大
師
秘
密
縁
起
」
「高
野
大
師
行
状
図
画
」

な
ど

の
原
題

を
持

っ
て
い
た
り
、
原
題
不
明

の
も
の
は

「
弘
法
大
師
行
状
絵
」

「
弘
法
大
師
絵

伝
」
な
ど
の
種
々
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
以
下
で
は
便
宜
上
、
巻
子
本
を

「大
師
伝
絵
巻
」
と
呼
び
、
巻
子
本
と
掛
幅
本
を
含
む
場
合
は

「大
師
伝
絵
」

と

称
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

「大
師
伝
絵
」
に
関
す
る
古
記
録
と
し
て
は
、
ま
ず

『
考
古
画
譜
」
記
載
の
十

　ヨ
　

六
件
が
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
中
に
は
既
に
焼
失
し
た
も
の
や
、
所
在
不

明
で
あ

っ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
よ
り
網
羅
的
な
目
録
と
し
て
は
、

昭
和
九
年
の
大
師
御
忌

一
千
百
年
に
際
し
て
長
谷
宝
秀
氏
が
編
纂
し
た

「
弘
法
大

　
　

　

師
絵
伝
目
録
」
(以
下

「長
谷
目
録
」
と
称
す
る
)
が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

長
谷
氏
が
実
際
に
確
認
し
た
も
の
と
諸
文
献
か
ら
拾
い
集
め
た
も
の
、
合
計
三
十

一
件
の

「大
師
伝
絵
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
前
述
の

『
考
古
画
譜
』
記
載
の
十
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ら

　

六
件
も
全
て
含
ま
れ
て
い
る
。

一
方
、
美
術
史

の
立
場
か
ら

「大
師
伝
絵
」
の
研
究
に
先
鞭
を
付
け
た
の
は
、

梅
津
次
郎
氏

で
あ
る
。
考
察

の
対
象
は
現
存
す
る

「大
師
伝
絵
巻
」

に
限
ら
れ
て

い
た
が
、
そ
れ
ら
を
巻
数
や
内
容
の
相
違

に
よ
っ
て
次
の
五
系
統

に
分
類
す
る
と

ハ
　

　

と
も
に
、
各
系
統
間
の
関
係

に
つ
い
て
も
独
自
の
見
解
を
呈
示
し
た
。

一

「高
祖
大
師
秘
密
縁
起
」
長
巻

.
、

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
六
巻

三

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
レ
巻

四

「弘
法
大
師
行
状
絵
詞
」
卜
.
、巻

五

版
本

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
十
巻

こ
の
分
類
は
後
続

の
研
究
者
の
均
し
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
に
至
る

ま
で

「大
師
伝
絵
巻
」
研
究
の
欠
く
べ
か

ら
ざ
る
基
盤
と
な

っ
て
い
る

(以
下
、

一
か
ら
順

に
秘
密
縁
起
、
六
巻
本
、
卜
巻
本
、
卜
、
、巻
本
、
版
本
と
称
す
る
)
。

そ
の
後
に
紹
介
さ
れ
た
新
出
作
品
も
、
こ
の
梅
津
分
類

の
枠
組

の
中

に
位
置
づ
け

ら
れ
る
の
を
常
と
し
た
。

さ
て
、
右

の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
平
成
七
年
に
刊
行
さ
れ
た

『角
川
絵
巻
物
総

覧
』
(以
下

『総
覧
」
と
称
す
る
)

に
は
、
の
べ
二
十
三
件

の
現
存
す
る

「大
師

ヘ
ア

　

伝
絵
巻
」
が
収
録
さ
れ
た
。
筆
者
は
そ
の
う
ち
十
九
件
を
担
当
し
た
が
、
同
書
の

性
格
L
、
作
品
ご
と
に
簡
略
な
解
説
を
付

し
た
だ
け
で
、
総
A
口的
な
考
察
は
行

っ

て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
『
総
覧
』
の
補
遺
を
か
ね
て
、
同
書
で
は
除
外

さ
れ
た
江
戸
時
代
以
降
の
作
品
、
お
よ
び
同
書

の
刊
行
後

に
見
い
出
さ
れ
た
資
料

数
点
を
加
え
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
は
散
発
的
に
紹
介
さ
れ
る
だ
け
で
あ

っ
た

「大

師
伝
絵
巻
」
の
諸
本
を
、

一
か
ら
五
ま
で
の
系
統
別
に
呈
示
し
、
そ
の
全
体
像
を

概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
『総
覧
」
所
載
の
作
品
に
は
*
印
を
付
し
て
お
く

の

で
、
個
々
の
具
体
的
な
内
容
や
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
同
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
掛
幅
本
に

つ
い
て
は
別
の
機
会
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

「高
祖
人
師
秘
密
縁
起
」
系
統

秘
密
縁
起
系
統
の
作
品
は
、
次
の
五
件
が
知
ら
れ
る
。

①
小
川
家
本

*

一
巻

永
仁
年
間

(
一
二
九
三
-

一
二
九
九
)
頃

②
安
楽
寿
院
本

*

十
巻

応
永
二
年

(
一
四
六
八
)

③
総
持
寺
本

*

二
巻

永
正
十
六
年

(
一
五

一
九
)

④
智
積
院
本

十
巻

慶
長
十
七
年

(
一
六

一
二
)
以
前

⑤
和
歌
山
県
博
本

四
巻

(第
七
～
十
巻
)

江
戸
時
代
前
期

②
と
④
は
完
本

で
あ
り
、
他
は
端
本
で
あ
る
。
「長
谷
目
録
」

に
は
完
本

の
二

件
の
み
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
②
が
十
六
番
目
、
④
が
十
九
番
目
に
見
え
る
。

ま
ず
、
完
本
か
ら
見
る
と
、
②
安
楽
寿
院
本
は

「
高
祖
大
師
秘
密
縁
起
」
の
内

題
を
有
し
、
序
文
と
六
十
六
段
の
事
蹟
か
ら
な
る
。
他
系
統
の
作
品
で
は
、
巻
ご

と
に
目
次
が
、
ま
た
段
ご
と
に
標
題
が
付
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、

こ
れ
が
事
蹟
名

称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
秘
密
縁
起
系
統
の
作
品
に
は
そ
の
両
者
と
も
な

い
。
そ
こ
で
便
宜
上
、
「長
谷
目
録
」
に
お
い
て
新
た
に
命
名
さ
れ
た
各
段
標
題
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が
事
蹟
名
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「長
谷
目
録
」
は
右

の
各
段
標
題
を
記

し
た
目
次
と
応
仁
二
年

(
一
四
六
八
)
の
年
記
を
持

つ
奥
書
、
そ
し
て
版
本
と
の

比
較
を
中
心
と
し
た
解
説
を
収
載
す
る
。

し
か
し
、

こ
の
解
説
は
事
蹟
の
出
入
に

つ
い
て
の
指
摘
は
当
を
得
て
い
る
も
の
の
、
版
本
の
成
立
時
期

に
つ
い
て
は
、
詞

書

の
成
立
時
期

(鎌
倉
中
期
)
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
と
い
う
誤
り
を
犯
し
て

い
る
。
し
た
が

っ
て
、
そ
の
結
論
、
す
な
わ
ち
秘
密
縁
起
は
版
本
を
取
捨
増
減
し

て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
到
底
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
方
、
梅
津
氏
は
①
小
川
家
本
の
紹
介

に
際
し
て
、
②
安
楽
寿
院
本
と
十
巻
本

お
よ
び
版
本
と
の
比
較
を
試
み
、
こ
の
三
者
の
関
係
を
長
谷
氏
と
は
逆
方
向
に
、

版
本

の
方
が
秘
密
縁
起
と
十
巻
本
を
合
揉

し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ

け
旭
。
ま
た
、
②
安
楽
寿
院
本
の
序
文
に
大
師

の
没
後

「
既
に
四
百
余
歳
を
経
た

り
」
と
い
う

一
文
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
秘
密
縁
起
の
原
本
の
成
立
時
期
は
大

師

の
没
後
四
百
年
に
当
た
る
嘉
禎
元
年

(
一
二
三
五
)
か
ら
四
百
五
十
年
の
弘
安

八
年

(
一
二
八
五
)
ま
で
の
間
頃
、

具
体

的
に
は

「
少
な
く
と
も
文
永
弘
安
頃

(
=

一六
四
1

=

一八
八
)」
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
考
し
た
。

現
在
ま
で
、
こ
の
梅
津
説
に
対
す
る
反
論
は
な
く
、
妥
当
な
説
と
し
て
是
認
さ
れ

て
い
る
。

さ
て
、
②
安
楽
寿
院
本
は
室
町
時
代
の
写
本
で
は
あ
る
が
、
秘
密
縁
起
の
現
存

最
古

の
完
本
で
あ
り
、
こ
の
系
統

の
成
立
、
さ
ら
に
は

「大
師
伝
絵
巻
」
全
体
の

成
立
を
考
察
す
る
上
で
も
極
め
て
重
要
な
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
梅
津
氏
以
後
、

本
格
的
な
考
察
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ

の
検
討
は
今
後
の
重
要
課
題
で
あ
る
。

な
お
、
そ
の
欠
を
補
う
第

一
段
階
と
し
て
、
②
安
楽
寿
院
本
と
他
系
統

の
絵
巻
と

の
関
係
、
お
よ
び
漢
文

の
弘
法
大
師
伝
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
最
近

一
稿
を
草
し

　
　
　

た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

も
う

一
つ
の
完
本

で
あ
る
④
智
積
院
本
は
、
「長
谷
目
録
」

に
よ
れ
ば
、
②
安

楽
寿
院
本
の
写
本

で
あ
り
、
書
画
と
も
に
智
積
院
第
二
世
祐
宜
僧
正
の
直
筆

で
あ

る
と
い
う
。
長
谷
氏
は
、
祐
宜

の
入
京
が
慶
長
七
年

(
一
六
〇
二
)
、
没
年
が
同

十
七
年

(
一
六

一
二
)

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
間
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
と
推
定
し
て
い
る
。

こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
筆
者
は
未
確
認
で
あ
る
。

次
に
、
①
小
川
家
本
は
昭
和
十
三
年

(
一
九
三
八
)
に
梅
津
氏
が
紹
介
し
た
も

　ね
　

の
で
、
当
時
は
池
田
家

の
所
蔵
で
あ

っ
た
。
②
安
楽
寿
院
本
の
第
七
巻
に
相
当
す

る
内
容

の
詞
絵
各
四
段
を
残
す
だ
け
の
残
欠
本
で
あ
る
が
、
梅
津
氏
は
様
式
的
に

見

て

「鎌
倉
末
期
も
比
較
的
上
位
に
、
大
胆
に
云
へ
ば
永
仁
頃
迄
は
遡
り
得
る
」

も
の
と
い
い
、
秘
密
縁
起
系
統
の
現
存
最
古
の
作
品
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、

梅
津
氏

の

一
連
の
論
考
は
、
本
絵
巻
の
紹
介
を
契
機
と
し
て
展
開
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
点

で
も
重
大
な
意
義
を
持

つ
作
品

で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

③
総
持
寺
本
は
、
昭
和
五
十
九
年

(
一
九
八
四
)
に
真
保
享
氏
が
紹
介
し
た
も

　ロ
　

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
簡
単
な
解
説
し
か
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
『
総
覧
」

　ロ
　

で
鹿
島
繭
氏
が
全
段
の
内
容
を
紹
介
し
た
。
今
後
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
作
品
で

あ
り
、

こ
こ
で
、
注
目
す
べ
き
点
を
二
、
三
指
摘
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

上
巻
は
十

一
段
、
下
巻
は
五
巻
か
ら
な
る
。
上
巻
は
②
安
楽
寿
院
本
の
第
二
巻

全
体

に
相
当
す
る
八
段
に
、
同
第

一
巻
か
ら

「
椀
市
讃
仰
」
、
同
第
三
巻
か
ら
久
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米
東
塔
」
を
加
え
、
さ
ら
に
②
安
楽
寿
院

本
に
は
な
い

「我
拝
師
山
」
を
加
え
た

構
成
で
あ
る
。
第

一
段

「室
戸
修
行
」
は
詞
書
前
半
部
を
欠
失
す
る
。
第
五
段
に

位
置
す
る

「我
拝
師
山
」
は
、
六
巻
本

で
は
第
二
巻
第
二
段
に
あ
り
、
ま
た
十
巻

本
で
は
第
六
巻
第
三
段

「釈
尊
出
現
」
が
同
様
の
内
容
を
表
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

六
巻
本
と
十
巻
本
で
は
部
分
的
に
詞
書
が
異
な
る
が
、
③
総
持
寺
本
は
六
巻
本
の

方
に
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
下
巻
は
②
安
楽
寿

院
本
の
第
十
巻
か
ら
第
五
段

「道
風
受

罰
」
を
除
い
た
構
成
に
相
当
す
る
。
上
下
巻
と
も
、
現
状
が
制
作
当
初
の
状
態
で

あ
る
と
い
う
保
証
は
な
く
、
む
し
ろ
残
欠
を
繋
ぎ
集
め
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

②
安
楽
寿
院
本
と
比
較
す
る
と
、
「我
拝
師
山
」
の
有
無

の
ほ
か
、

詞
書
と
図

様
に
も
多
少
の
異
同
が
認
あ
ら
れ
る
。
例
え
ば

「久
米
東
塔
」
で
は
③
総
持
寺
本

側
に
二
十
字
余
り
の
脱
文
が
あ
り
、
「諸
処
練
行
」

で
は
両
者

は
全
く
異
な
る
場

面
を
描
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
異
同
に
注
目
す
る
と
、
③
総
持
寺
本
は
②
安
楽
寿

院
本
と
は
異
本
関
係
に
あ
る
作
品
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

機
会
を
改
め
て
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

マ
マ

③
総
持
寺
本
の
上
巻
末
尾
に
は
、
「河
州
交
野
群
小
松
寺
常
住
也

永
正
拾
六

年
己
卯
七
月
上
旬
」
と
い
う
奥
書
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
絵
巻
は
永
正
十
六

年

(
一
五

一
九
)
七
月
上
旬
に
は
河
内
国
交
野
郡
小
松
寺
に
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
、
こ
れ
と
さ
ほ
ど
隔
た
ら
な
い
時
期

に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

一

方
、
②
安
楽
寿
院
本
に

つ
い
て
も
、
奥
書

か
ら
応
仁
二
年

(
一
四
六
八
)
に
河
内

国
交
野
郡
神
尾
寺
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

っ
て
お
り
、
半
世
紀
の
開
き
は
あ

る
も
の
の
、
同
じ
交
野
郡
に
二
種
の
秘
密
縁
起
が
存
在
し
て
い
た
と
言
う
事
実
は

大
変
興
味
深
く
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
③
総
持
寺
本
の
奥
書

に
つ
い
て
は
、
か

つ
て
梅
津
氏
が
言
及
し
た

『
不

空
庵
常
住
古
砂
旧
粟
録
」
(昭
和
十
八
年

〈
一
九
四
三
〉
刊
)
所
収
の

「
弘
法
大

　は
　

師
絵
伝
」
四
巻

の
奥
書
と
全
く
の
同
文
で
あ
る
こ
と
が
注
]
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く

両
者
は
同

一
の
作
品
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
③
総
持
寺
本
は

昭
和
十
八
年

に
は
四
巻
が
伝
存
し
て
い
た
作
品
の
中
の
こ
巻
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

残
る
二
巻

の
出
現
に
期
待
が
も
た
れ
る
。

最
後

に
、
⑤
和
歌
山
県
博
本
は
、
平
成
六
年

(
一
九
九
四
)
の
同
館
秋
期
特
別

　ね
　

展

「紀
州
史
絵
物
語
-
歴
史
資
料
と
し
て
の
絵
画
作
品
ー
」

に
出
品
さ
れ
た
も
の

で
、
近
年
購
入
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
同
館
発
行
の
図
録

で
は
、
江
戸
時
代
前
期

の
作
品
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
第
七
巻
か
ら
第
十
巻
ま
で
の
四
巻

で
、
構
成
は
②

安
楽
寿
院
本
と
完
全

に

一
致
し
、
欠
損
も
錯
簡
も
な
い
。
詞
絵
と
も
に
②
安
楽
寿

院
本
と
大
差
な
い
内
容

で
あ
り
、
こ
の
系
統
の
転
写
本
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、

直
接
の
転
写
本
と
見
る
の
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
絵
は
白
描

で
、
部
分
的

に
朱
と
墨
を
塗
る
。
各
所
に
色
指
定
の
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

粉
本
的
な
性
格
を
持

つ
写
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
平
成
八
年
秋

に
は
、
川
崎
市

　
め
　

市
民
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
の
企
画
展

「弘
法
大
師
信
仰
展
」

に
も
出
品
さ
れ
た
。

二

六
巻
本

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
系
統
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六
巻
本
系
統
の
作
品
は
、
次
の
二
件
が
知
ら
れ
る
。

⑥
地
蔵
院
本

*

六
巻

十

四
世
紀
前
半

(第

一
巻
を
除
く
)

⑦
東
京
国
立
博
物
館
本

六
巻

天
保
五
年

(
一
八
四
四
)

ま
た
、
次
の
三
件
は
、

こ
の
系
統

の
異
本
の
残
欠
と
推
定
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。

⑧

ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
サ
ク
ラ
ー
本

*

二
巻

十
三
世
紀
末
-
十
四
世
紀
初

⑨
ホ
ノ
ル
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
美
術
館
本

*一
巻

十
三
世
紀
末
-
十
四
世
紀
初

　
　
　

⑩
堂
本
家
本

*

二
巻

十
三
世
紀
末
ー
十
四
世
紀
初

⑥
地
蔵
院
本
は
、
「高
野
大
師
行
状
図
画
」
の
内
題
を
有
し
、
序
文
と
五
十
段

の
事
蹟
か
ら
な
る
。
各
巻

に
目
次
が
、
ま
た
各
段
に
標
題
が
付
さ
れ
て
お
り
、

こ

れ
が
事
蹟
名
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
秘
密
縁
起
の
②
安
楽
寿
院
本
と
比
較

　り
　

す
る
と
、
五
十
段
の
う
ち
四
十
二
段
は
類
似
し
た
内
容
の
事
蹟
で
あ
る
。
残
る
八

段
は
②
安
楽
寿
院
本

に
は
な
い
事
蹟
で
あ

る
が
、
そ
の
中
の

「我
拝
師
山
」
は
前

述
の
如
く
③
総
持
寺
本

に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
逆
に
②
安
楽
寿
院
本

に

あ

っ
て
、
⑥
地
蔵
院
本

に
な
い
事
蹟
は
十
五
段
で
あ
る
。

「長
谷
目
録
」

で
は
十
四
番
目
に
収
録

さ
れ
て
お
り
、
「
彼
の
類
本

(十
巻
本
)

に
依
り
て
箇
条
を
減
じ
て
写
し
た
る
も
の
な
る
べ
し
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
と
次
章

で
述
べ
る
十
巻
本
の
⑫
親
王
院
本
と
を
比
較
し
た
梅
津
氏
は
、

両
者
の
目
次
や
標
題

の
表
記
に
見
ら
れ
る
異
同
等
か
ら
、
む
し
ろ
六
巻
本
を
増
補

　　
　

し
て
十
巻
本
が
成
立
し
た
と
考
え
る
べ
き

で
あ
る
と
主
張
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
筆
者
も
⑥
地
蔵
院
本
と
十
巻
本
の
⑬
白
鶴
美
術
館
本
を
対
象
と
し
て
、
図

様
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
、
梅
津
説
を
傍
証
す
る
結
果
を
導
き
出

　ロ
　

し
て
い
る
。

ま
た
、
梅
津
氏
は
六
巻
本
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
⑥
地
蔵
院
本
の
詞
書

の

一
節
か
ら

一
つ
の
目
処
と
し
て
文
永
九
年

(
一
二
七
二
)
と
い
う
時
期
を
割
り
出

し
、
そ
の
前
後

で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
。
こ
れ
は
、
先
に
推
定
し
た
秘
密
縁
起
の

原
本
成
立
時
期
と
相
前
後
す
る
も
の
で
あ
り
、
別
系
統
の

「大
師
伝
絵
巻
」
二
種

が
同
時
期

に
成
立
し
て
い
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
⑥
地

蔵
院
本
は
十
四
世
紀
前
半
を
遡
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
第

一
巻
は
江
戸
時
代

の
補
作

で
あ
る
。
第

一
巻
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
原
本
が
焼
失
し
た
た
あ
、
狩
野
晴

川
院
養
信

(
一
七
九
六
-

一
八
四
六
)
が
天
保
五
年

(
一
八
四
四
)
に
模
写
し
て

い
た
も
の
を
も
と
に
し
て
、
門
人
達
に
再
模
写
を
さ
せ
、
同
十

一
年

(
一
八
四
〇
)

に
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、

こ
の
時
に
用
い
ら
れ
た
晴
川
院
自

筆
本
が
現
在
の
⑦
東
京
国
立
博
物
館
本
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は

「長
谷
目
録
」
の

②
安
楽
寿
院
本
の
項
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
⑧

ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
サ
ク
ラ
ー
本
は
、
昭
和
三
十
九
年

(
一
九
六
四
)

　の
　

に
宮
次
男
氏
が
紹
介
し
た
ブ
リ
ア
美
術
館
本

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
⑨
ホ
ノ
ル

ル

・
ア
カ
デ
ミ
ー
美
術
館
本
は
、
「長
谷
目
録
」
の
十
二
番
目
に
見
え
る

「
弘
法

大
師
行
状
記
残
欠

一
巻

久
松
家
蔵
」

の

一
部
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
と

⑩
堂
本
家
本
は
本
来

一
具
の
絵
巻
の
残
欠
で
あ
り
、
昭
和
四
十
年

(
一
九
六
五
)、

　れ
　

真
保
享
氏
に
よ

っ
て
同
時
に
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
当
時
、
久
松
家
本
は

一
巻
六
段

が
存
し
た
が
、
現
在
は
そ
の
う
ち
の
三
段
が
ホ
ノ
ル
ル

・
ア
カ
デ
ミ
ー
美
術
館
に
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所
蔵
さ
れ
る
だ
け
で
、
他
は
所
在
不
明
で
あ
る
。

右
の
三
件
は
、
久
松
家
旧
蔵
本

の
所
在

不
明
の
部
分
に

「応
天
門
額
」
が
あ
る

ほ
か
は
、
い
ず
れ
も
地
蔵
院
本
と
共
通
す
る
事
蹟
ば
か
り
を
収
録
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
六
巻
本
の
残
欠
本
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
⑥
地
蔵
院
本
が
有
す
る
内
題
、
目
次
、
各
巻
標
題
は
な
く
、
段
の
構

成
、
詞
書
、
図
様
の
そ
れ
ぞ
れ
に
も
⑥
地
蔵
院
本
と
は
異
な
る
要
素
が
認
め
ら
れ

る
。
し
た
が

っ
て
、
六
巻
本
で
あ
る
と
し

て
も
、
⑥
地
蔵
院
本
と
は
異
本
関
係
の

作
品
で
あ
る
思
わ
れ
る
。

三

十
巻
本

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
系
統

十
巻
本
系
統
の
作
品
は
、

⑪
高
野
山
惣
持
院
旧
蔵
本

⑫
高
野
山
親
王
院
本

⑬
白
鶴
美
術
館
本

*

⑭
逸
翁
美
術
館
本

*

⑮
総
持
寺
本

*

⑯
薮
本
家
本

*

⑰
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本

*

⑱

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

次
の
二
十
二
件
が
知
ら
れ
る
。

一 一 一 一 十 十 十

巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻
nnnn

第 第 第 第
七 三 ニ ー一
巻 巻 巻 巻
uuuu

 

・
ア
ジ

ア
美

術

館

本

*

一
巻

(
第

四
巻

)

元
応
元
年

(
一
三

一
九
)

書
写
年
代
不
明

元
応
元
年

(
一
三

一
九
)

十
四
世
紀

十
四
世
紀

十
四
世
紀

十
四
世
紀

十
四
世
紀

⑲

二
ユ
ー

ヨ

ー

ク
公

共

図

書

館

本

*

一
巻

(
第

一
巻

)

⑳
延
暦
寺
本
*

⑳
金
剛
福
寺
旧
蔵
本

⑳
久
保
家
旧
蔵
本

⑳
護
国
寺
本

*

⑳
本
謹
寺
本

*

⑳
個
人
蔵
本

*

⑳
大
蔵
寺
本

*

⑳
宝
集
寺
本

*

(⑳
六
地
蔵
寺
本

*

⑳
随
心
院
本

⑳
根
津
美
術
館
本

⑳
平
間
寺
本

⑳
仁
和
寺
本

「長
谷
目
録
」
に
は
、

て
い
る
。
同
目
録
は
、

本
、
⑳
宝
集
寺
本
、

五 十
巻 巻

 

四
巻

八 十 九 十 十 一 一一
巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻

十 一 九
巻 巻 巻

応
永
九
年

(
一
四
〇
二
)

応
永
十
四
年

(
一
四
〇
七
)

(第

一
～
四

・
九
巻
)

応
永
二
十
二
年

(
一
四

一
五
)

(第
五

・
七

・
八

・
十
巻
)

応
永
二
十
二
年

(
一
四

一
五
)

(第

一
巻
)

永
享
四
年

(
一
四
三
二
)

(第
十
巻
)

文
明
三
年

(
一
四
七

一
)

文
明
六
年

(
一
四
七
四
)

延
徳
二
年

(
一
四
九
〇
)

(第
四
巻
欠
)
永
正
三
年

(
一
五
〇
六
)

天
文
十
五
年

(
一
五
四
六
)

(第
二

・
四
巻
欠
)

元
禄

(
一
六
八
八
i

一
七
〇
四
)
頃

(第

一
巻
欠
)
江
戸
時
代

(第
六
巻
)

江
戸
時
代

書
写
年
代
不
明

右
の
う
ち
⑪
⑫
⑭
～
⑰
⑳
⑳
⑳
⑳
の
十
件
が
収
録
さ
れ

⑫
親
王
院
本
は
⑪
惣
持
院
本
の
写
本
で
あ
り
、
⑳
大
蔵
寺

⑳
随
心
院
本
も
こ
れ
と
内
容
を
同
じ
く
す
る
写
本
、
ま
た
⑫
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仁
和
寺
本
は
こ
の
系
統

の
絵
巻
数
種
の
残
欠
を
取
り
集
あ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

⑭
～
⑰
は
本
来

一
具
の
絵
巻

で
あ
り
、
同
目
録
の
十
番
目
に
見
え
る

「
弘
法
大
師

行
状
図
画
残
欠
八
巻
」

の

一
部
に
当
た
る
。

以
下
で
は
、
ま
ず
⑪
か
ら
順
に

一
瞥
し
、
最
後
に
そ
の
相
互
関
係
を
概
括
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

⑪
惣
持
院
本
は

「
長
谷
目
録
」
の
七
番
目
に

「元
応
元
年
写
」
と
し
て
収
録
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
目
録
の
編
纂
時
に
は
既
に
所
在
不
明
で
あ

っ
た
と

　　
　

い
う
。
長
谷
氏
は

『
続
弘
法
大
師
年
譜
』
巻
五
の
記
事
を
引
用
し
、
惣
持
院
に
十

巻
の
絵
巻
が
あ

っ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
の
み
で
あ
る
。
同
年
譜

に
は
当
該
絵
巻
の

序
文
の

一
部
と

「
絵
詞
執
筆
人
」
と
称
す

る
践
文
が
転
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
は
、
「長
谷
目
録
」
の
八
番
目

に
収

録
さ
れ
て
い
る
⑫
親
王
院
本
、
お
よ
び

現
存
す
る
⑬
白
鶴
美
術
館
本
と
⑳
宝
集
寺
本
に

一
致
す
る
。
た
だ
し
、
同
年
譜
の

記
事

の
中

に
は
元
応
元
年

(
一
三

一
九
)

の
年
記
は
な
く
、
「
長
谷
目
録
」
が

「
元
応
元
年
写
」
と
す
る
の
は
⑫
親
王
院

本
に
よ

っ
て
長
谷
氏
が
補

っ
た
も

の
で

あ
る
。

次

に
、
⑫
親
王
院
本
に
つ
い
て
は
、
「
長
谷
目
録
」
は
序
文
、
目
次
、
第
十
巻

巻
末

の

「
高
野
大
師
御
絵
詞
執
筆
人
々
」
等
を
掲
載
し
、
こ
れ
に
解
説
を
付
す
。

目
次

に
は
段
ご
と
の
事
蹟
名
称
を
列
挙
す

る
が
、
第
九
巻
の
七
番
目

「高
野
珍
瑞
」

は
目
次

の
み
で
実
際
に
は
な
い
と
注
記
す

る
。
「高
野
大
師
御
絵
詞
執
筆
人
々
」

に
は
元
応
元
年

(
一
三

一
九
)
の
年
記
が
あ
り
、
外
題
と
詞
書
の
筆
者
名
、
絵
師

の
名
、
お
よ
び
本
絵
巻
が

「惣
持
院
重
宝
」

で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
内
容
は
⑪
惣
持
院
本

の

「絵
詞
執
筆
人
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
前
述
の

如
く
、
⑪
惣
持
院
本
に
は
年
記
は
な
い
。
解
説
は
、
⑫
親
王
院
本
は

「版
本
行
状

図
画
を
底
本
と
し
て
添
削
増
減
し
て
別
に

一
部
を
成
せ
る
も
の
な
る
べ
し
」
と
述

べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
秘
密
縁
起

の
②
安
楽
寿
院
本

の
と
こ
ろ
で
指
摘
し
た
よ
う

に
、
版
本
の
成
立
時
期
を
誤
認
し
た
上

で
の
推
定
で
あ
る
か
ら
取
る
に
足
り
な
い
。

ま
た
、
長
谷
氏
は
、
⑫
親
王
院
本
は
惣
持
院
に
伝
存
し
た
原
本
で
は
な
く
、
そ
の

写
本
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。

⑫
親
王
院
本
は
、
そ
の
後
、
梅
津
氏
に
よ

っ
て
調
査
さ
れ
、
六
巻
本
と
の
比
較

　
ほ
　

検
討
に
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
六
巻
本
と
十
巻
本
の
関
係
は
、
⑥
地
蔵
院
本

の
と
こ
ろ
で
述

べ
た
よ
う
に
、
十
巻
本
を
取
捨
し
て
六
巻
本
が
成
立
し
た
の
で
は

な
く
、
六
巻
本
を
増
補
し
て
十
巻
本
が
成
立
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
時
点
ま
で
は
親
王
院
に
伝
存
し
て
い
た
こ
と
が
確
か
め

ら
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
は
所
在
不
明
に
な

っ
て
い
る
。

さ
て
、
⑪
惣
持
院
本
と
⑫
親
王
院
本
が
所
在
不
明
で
あ
る
現
在
、
十
巻
本
諸
本

の
中

で
最
も
重
要
な
作
品
は
、
昭
和
五
十
六
年

(
一
九
八

一
)
に
梅
津
氏
が
紹
介

　　
　

し
た
⑬
白
鶴
美
術
館
本
で
あ
る
。
⑬
白
鶴
美
術
館
本
は
、
序
文
と
九
十

一
段
の
事

蹟
か
ら
な
り
、
「高
野
大
師
行
状
図
画
」
の
内
題
と
各
巻
目
次
、

各
段
標
題
を
有

す
る
。
秘
密
縁
起
の
②
安
楽
寿
院
本
と
比
較
す
る
と
、
九
十

一
段
の
う
ち
五
十
六

段
は
類
似
し
た
内
容
の
事
蹟
で
あ
る
が
、
残
る
三
十
五
段
は
②
安
楽
寿
院
本
に
は

　あ
　

な
い
事
蹟
で
あ
る
。
逆
に
②
安
楽
寿
院
本
に
あ

っ
て
、
⑬
白
鶴
美
術
館
本
に
な
い

事
蹟
は
五
段
で
あ
る
。
ま
た
、
六
巻
本

の
⑥
地
蔵
院
本
と
比
較
す
る
と
、
九
十

一
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段
の
う
ち
四
十
九
段
は
両
者
共
通
の
事
蹟

で
あ
り
、
⑬
白
鶴
美
術
館
本
の
み
の
事

蹟
は
四
十
二
段
、
⑥
地
蔵
院
本
の
み
の
事
蹟
は

一
段
だ
け
で
あ
る
。

⑬
白
鶴
美
術
館
本

の
保
存
状
態
は
極
め

て
良
好
で
あ
り
、
第
六
巻
に

一
紙
欠
失

が
あ
る
ほ
か
は
十
巻
が
完
存
す
る
。
し
か
も
、
第

一
巻
巻
頭
に
⑫
親
王
院
本
と
同

じ

「高
野
大
師
御
絵
詞
執
筆
人
々
」
を
有
し
、
元
応
元
年
の
年
記
も
存
し
て
い
る
。

そ
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
し
た
宮
島
新

一
氏
は
、
詞
書
筆
者
の
名

に
信
愚
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、

こ
の
⑬
白
鶴
美
術
館
本
こ
そ
が
⑪
惣
持
院
本
そ
の
も
の
で
あ
る
と

　め
　

結
論
づ
け
た
。
筆
者
は
こ
れ
に
同
意
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
絵
巻
を
十
巻
本
系
統

の
最
も
基
準
的
な
作
品
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
⑭
逸
翁
美
術
館
本
以
下
の
四
件

は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に

「長
谷
目
録
」

の
十
番
目
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「
弘
法
大
師
行
状
図
画
残
欠
八
巻
」

の

一
部

で
あ

る
。
「
長
谷
目
録
」
は

『考
古
画
譜
』
巻
三
を
引
用
し
、

こ
れ
が
松
平
越
中
守

の

旧
蔵
品
で
、
当
時
は
柏
木
貨

一
郎
氏
の
蔵
品
と
な

っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
。

八
巻
の
う
ち
第

一
巻
か
ら
第
五
巻
ま
で
の
五
巻
は
、
そ
の
後
、
三
大
寺
喜
兵
衛
氏

の
所
蔵
と
な
り
、
昭
和
十
四
年
、
重
要
美
術
品
の
指
定
を
受
け
た
。

こ
れ
を
逸
早

　め
　

く
紹
介
し
、
『
考
古
画
譜
」
と
の
関
係
を
指
摘
し
た
の
は
田
口
信
行
氏

で
あ
る
。

昭
和
二
十
九
年
に
は
、
梅
津
氏
が
第
二
巻
と
第
三
巻
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
の
詞
書

　　
　

を
翻
刻
し
た
。
梅
津
氏
に
よ
れ
ば
、
当
時
既
に
三
大
寺
家
の
五
巻
は
散
逸
し
て
お

り
、
そ
の

一
部
は
断
簡
と
し
て
出
回

っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
そ
こ
で
第
七
巻

は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

三
大
寺
家
旧
蔵
の
五
巻
は
、
現
在
、
第

一
巻
が
逸
翁
美
術
館
、
第
二
巻
が
総
持

寺
、
第
三
巻
が
薮
本
家
に
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
さ
れ
る
。
残
る
第
四
巻
と
第
五
巻
は
断

簡
と
な

っ
て
諸
家

に
所
蔵
さ
れ
る
が
、
所
在
不
明
の
部
分
も
多
い
。
⑬
白
鶴
美
術

館
本
と
比
較
す
る
と
、
構
成
、
詞
書
、
図
様
と
も
に
異
同
が
多
く
、
十
巻
本
系
統

の
異
本
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
⑬
白
鶴
美
術
館
本
と
の
比
較
、
お
よ
び
第
四
巻

　　
　

と
第
五
巻
の
復
原

に
つ
い
て
は
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑱
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

・
ア
ジ
ア
美
術
館
本
と
⑲

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館

本
は
、
鹿
島
繭
氏
が

『総
覧
』

で
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
第
四
巻

で
、

八
段
が
完
存
す
る
。
画
風
か
ら
は
、
十
四
世
紀
末
頃

の
作
品
と
思
わ
れ
る
。
平
成

七
年

(
一
九
九
五
)
、
日
本
各
地
で
開
催
さ
れ
た

「
ア
メ
リ
カ
が
愛
し
た
日
本
」

展
で
公
開
さ
れ
、
同
展
の
図
録

に
小
さ
い
な
が
ら
も
全
巻
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て

　　
　

い
る
。
後
者
は
第

一
巻

で
、
白
鶴
美
術
館
本
と
比
較
す
る
と
、
第
十

一
段

「明
星

入
口
」
を
欠
失
す
る
。
両
本
と
も
図
様
は
、
⑬
白
鶴
美
術
館
本
よ
り
も
次
で
述
べ

る
⑳
延
暦
寺
本
に
近
い
。

⑳
延
暦
寺
本
は
、
梅
津
氏
が
論
文

の
中
で
十
巻
本
の
作
品
と
し
て
言
及
し
た
も

　れ
　

の
で
あ
る
。
叡
山
文
庫
本
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
現
在
は
延
暦
寺
国
宝
殿

に
あ
る
の
で
延
暦
寺
本
と
し
た
。
十
巻
が
完
存
し
、
構
成
は
⑬
白
鶴
美
術
館
本
に

一
致
す
る
。
室
町
時
代
の
写
本
は
比
較
的
多
く
伝
存
す
る
が
、
そ
の
中
で
は
延
暦

寺
本
が
最
古
の
完
本
で
あ
る
。
筆
者
は
先
に
、
こ
れ
と
⑬
白
鶴
美
術
館
本
の
図
様

を
比
較
検
討
し
、
両
者
間
に
い
く

つ
か
の
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
は
、
延
暦
寺
本
以
降
の
写
本
は
、
⑬
白
鶴
美
術

　　
　

館
本
で
は
な
く
、
⑳
延
暦
寺
本
の
図
様
を
継
承
し
て
い
る
場
A
口が
多
い
。
こ
の
点
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か
ら
も
延
暦
寺
本
は
、
⑬
白
鶴
美
術
館
本

と
そ
れ
以
降

の
写
本
を
繋
ぐ
接
点
と
し

て
、
さ
ら
に
は
室
町
時
代
の
十
巻
本
の
展
開
を
考
察
す
る
上

で
の
鍵
を
握
る
作
品

と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

⑳
金
剛
福
寺
旧
蔵
本
と
⑳
久
保
家
旧
蔵
本
は
本
来

一
具
の
絵
巻
で
あ
り
、
昭
和

　　
　

四
十
二
年
、
真
保
享
氏
に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
た
。
も
と
は
金
剛
福
寺
に
第

一
巻
か

ら
第
四
巻
ま
で
と
第
九
巻
の
五
巻
が
、
久
保
家
に
第
五

・
七

・
八

・
十
巻
の
四
巻

が
あ

っ
た
と
い
う
が
、
現
在
は
と
も
に
所
在
不
明

で
あ
る
。
そ
の
た
め

『総
覧
』

　あ
　

に
は
収
録
し
な
か

っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
鹿
島
氏

の
言
及
が
あ
る
。

⑳
護
国
寺
本
は
、
宮
次
男
氏
が

『総
覧
」
で
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
第

一
巻

で
あ
る
が
、
巻
首
か
ら
第
三
段

「
四
王
執
蓋
」
の
絵
の
前
半
部
ま
で
を
欠
く
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
未
確
認
で
あ
る
。

⑳
本
謹
寺
本
は
平
成
七
年

(
一
九
九
五
)
に
、
⑳
個
人
蔵
本
は
平
成
六
年

(
一

　あ
　

九
九
四
)
に
、
筆
者
が
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
第
十
巻
で
、
六
段
が
完

存
す
る
。
図
様
は
延
暦
寺
本
に
近
い
。
後
者
は
第
二
巻

に
二
紙
欠
失
が
あ
る
ほ
か

は
、
十
巻
が
完
存
す
る
。
基
本
的
に
は
延
暦
寺
本
の
図
様

に
近
似
す
る
が
、
異
同

が
多
い
。

⑳
大
蔵
寺
本
は

「
長
谷
目
録
」
の
十
七
番
目
、
⑳
宝
集
寺
本
は
同
十
八
番
目
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
十
巻
が
完
存
す
る
が
、
後
者
は
第
五
巻
を
欠
く
。
両

本
と
も
構
成
は
白
鶴
美
術
館
本
に

一
致
す

る
。
長
谷
氏
は
、
⑳
大
蔵
寺
本
の
解
説

の
中
で
、
こ
の
二
本

に
つ
い
て
⑫
親
王
院
本
と

「同
本
な
り
。
絵
の
構
図
相
同
じ

く
文
言
亦
全
く
相
同
じ
」
と
言
う
が
、
そ
の
見
解
に
は
や
や
問
題
が
あ
る
。
確
か

に
、
詞
書

の
異
同
は
転
写
過
程
で
生
じ
る
誤
謬
の
範
囲
内
と
見
る
こ
と
が
で
き
る

程
度

の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
図
様
に
つ
い
て
は
、
⑳
宝
集
寺
は
⑳
延
暦
寺
本
に

よ
く
相
似
す
る
の
に
対
し
、
⑳
大
蔵
寺
本
は
異
同
が
極
め
て
多
く
、
転
写
系
統
が

　め

　

異
な
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

⑱
六
地
蔵
寺
本
は
、
筆
者
が

『
総
覧
」
で
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
十
巻
が
完

存
す
る
が
、
白
鶴
美
術
館
本
と
比
較
す
る
と
、
構
成
や
図
様
に
異
同
が
多
く
、
十

巻
本
の
中

で
は
異
本
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
作
品
で
あ
る
。

⑳
随
心
院
本
は

「長
谷
目
録
」
の
二
十
五
番
目
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
第
二
巻

と
第
四
巻
を
欠
く
八
巻
が
存
す
る
。
長
谷
氏
に
よ
れ
ば
、
絵
は
狩
野
常
信
と
い
う

が
、

こ
れ
に

つ
い
て
は
筆
者
は
未
確
認
で
あ
る
。

⑳
根
津
美
術
館
本
は
、
平
成
七
年
春
に
同
館
で
開
催
さ
れ
た

「
伝
記
と
説
話
の

絵
」
展
に
出
品
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
第

一
巻
を
欠
く
九
巻
が
存
す
る
。
白

鶴
美
術
館
本
と
比
較
す
る
と
、
構
成
や
図
様
の

一
部
に
異
同
が
あ
り
、
六
地
蔵
寺

本
と
同
じ
く
十
巻
本

の
異
本
と
言
う
べ
き
作
品
で
あ
る
。

⑳
平
間
寺
本
は
、
平
成
八
年
秋
に
川
崎
市
市
民
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
た

　め
　

「
弘
法
大
師
信
仰
展
」
に
出
品
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
六
巻

の

一
部
が
展
示
さ

れ
て
い
た
が
、
全
体

に
つ
い
て
は
未
確
認
で
あ
る
。
展
示
部
分
と
図
録
掲
載
部
分

を
見
る
限
り
で
は
、
大
蔵
寺
本
の
図
様
に
最
も
よ
く
近
似
す
る
。

⑳
仁
和
寺
本
は

「
長
谷
目
録
」
の
二
十
二
番
目
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
長
谷
氏

に
よ
れ
ば
、
十
巻
本
系
統
の
絵
巻
数
種
の
残
欠
を
取
り
集
め
た
も
の
と
い
う
が
、

筆
者
は
未
確
認
で
あ
る
。
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(案
)

■

⑱

サ

ン

フ
}フ
ン

シ

ス

コ

.
ア
ジ

ァ
美

術

館

本

⑲

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク

公
止
ハ図

書

館

本

一

(
一
四
〇
二
)

⑬
白
選

額

諮

)

(果

ゴ

(丙
本
)

⊥

乙
本
)
ヨ

⑳
講

鉾

「

⑳
金
剛
福
寺
旧
菓

⑳
久
保
家

旧
蔵
本

(
一
四

一
五
)

⑳
本
誼
寺
本

四
ヒ

一
)

⑳
個
人
蔵
本

(
一
四
七
四
)

⑳

大

蔵

寺

本

,

(
一
四
九

〇
)

、
⑳
宝

集

寺

本

ー

(版

本

)

(
↓
五
〇
六
)

(
一
五
九
六
)

さ

て
、

卜

巻

本

系

統

の
作

品

は

、

所

在

不

明

の
も

の
も

含

め

れ

ば
、

こ

の
よ

う

に
多

数

に

の

ぼ

る
。

.
。卜

二

件

の
う

ち

、

⑭

～

⑰

と

⑳

・
⑳

は

そ

れ

ぞ

れ

一
具

の

作

品

で

あ

る

が
、

さ

ら

に
⑪

と

⑬

を

同

一
作

品

と

見

な

し

て
も
、

レ

七

件

の
作

品

が
存

在

す

る
。

し

か

し

、

そ

れ

ら

は

個

別

に
紹

介

さ

れ

る

だ

け

で
、

最
近

ま

で
総

合

的

に
論

じ

ら

れ

る

こ
と

は

な

か

っ
た

。

こ

の
点

に
初

め

て
目

を
向

け

た

の
は

、

　
　
　

鹿
島
氏
で
あ
り
、
卜
巻
本
を
さ
ら
に
次
の
四
種
に
分
類
し
た
。
た
だ
し
、

こ
の
分

類
は
直
接
転
写
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と

い
う
。

第

一
種

旧
三
大
寺
本

・
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本

第
二
種

地
蔵
院
本

(六
巻
本
系
統
)
↓
白
鶴
美
術
館
本

第
三
種

延
暦
寺
本
↓
宝
集
寺
本

第
四
種

金
剛
福
寺

・
久
保
家
本
↓
大
蔵
寺
本

⑳
平
間
寺
本

・
注
32
・
35
掲
載
拙
稿
で
呈
示
し
た
案
に
、
⑱
⑲
⑳
の
三
件
を
書
き
加
え
た
。

・
実
線
は
全
体
的
な
影
響
を
、
点
線
は
部
分
的
な
影
響
が
窺
わ
れ
る
こ
と
を
示
す
。

・
括
弧
内
の
数
字
は
、
製
作
年
を
示
す
。

右

の
分

類

は
大

凡

納

得

で
き

る

も

の

で
あ

る
。

第

一
種

に
分

類

さ

れ

た

の

は
⑭

逸

翁

美

術

館

以

下

の

四
件

で
あ

り
、

本

来

一
具

で
あ

っ
た
作

品

で
あ

る

が
、

前

述

の
如

く

、

こ
れ

は
⑬

白

鶴

美

術

館

本

と

は
異

な

る
点

が
多

く
、

明

ら

か

に
異

本

で

　　
　

あ
る
。
第
二
種
に
つ
い
て
は
、
十
巻
本

の
作
品
と
し
て
は
⑬
白
鶴
美
術
館
本
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
図
様
と
、
第
三
種
お
よ
び
第
四
種
に
分
類

さ
れ
た
⑳
延
暦
寺
本
以
F

の
諸
本

の
図
様
と
の
問
に
、
い
く
つ
か
の
顕
著
な
相
違

が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
先

に
述

べ
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
第
三
種
と
第
四
種
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
様

の
相
違
に
注
目
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
二
系
統
に
分

類
す
る
こ
と
も
無
理
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
厳
密
に
検
討
す
る
と
、
⑳
延

暦
寺
本
と
⑳
大
蔵
寺
本
、
あ
る
い
は
⑳
人
蔵
寺
本
と
⑳
宝
集
寺
本
の
問
に
だ
け
共

　　
　

通

性

が

見

ら

れ

る
場

A
口
も

あ

り
、

右

の
分

類

で

は
、

こ

の

よ

う
な

場

A
口
が

無

視

さ
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れ
て
い
る
点
に
不
満
が
残
る
。

一
方
、
筆
者
は
⑬
白
鶴
美
術
館
本
、
⑳
延
暦
寺
本
、
⑳
個
人
蔵
本
、
⑳
大
蔵
寺

本
、
⑳
宝
集
寺
本
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
様
の
相
似
と
異
同
を
検
討
し
、

　な
　

そ
の
相
互
関
係
に
注
目
し
て
転
写
系
統

の
推
定
を
行

っ
た

(図
1
)
。
次

い
で
、

⑳
本
謹
寺
本
を
こ
れ
に
加
え
た
煙
、
そ
の
他

の
作
品
も
こ
の
中
に
加
え
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
⑱
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館
本
は
、

詳
細
は
省
略
す
る
が
、
⑳
延
暦
寺
本
よ
り
も
写
し
崩
れ
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
箇

所
が
あ
り
、
こ
れ
に
先
ん
じ
る
甲
本
の
位
置
に
当

て
は
め
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で

あ
る
。
⑲

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
立
図
書
館
本

に

つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
た
だ
し
実

際

に
は
、
両
本
と
も

一
巻
を
残
す
だ
け
の
端
本

で
あ
り
、
白
鶴
美
術
館
本
-
宝
集

寺
本
と
い
う
機
軸
に
備
わ
る
べ
き

「高
野
大
師
御
絵
詞
執
筆
人

々
」
を
存
し
て
い

な
い
の
で
、
図
1
で
は
甲
本
か
ら
派
生
し
た
傍
系
に
仮
置
き
し
た
。
ま
た
、
⑳
平

間
寺
本
は
大
蔵
寺
本
の
図
様
に
最
も
よ
く
近
似
す
る
の
で
、
そ
の
延
長
線
上
に
仮

置
き
し
て
み
た
。
こ
れ
ら
の
諸
本
に

つ
い

て
は
、
さ
ら
に
詳
し
い
検
討
が
必
要
で

あ
り
、
未
確
認
の
⑳
護
国
寺
本
、
⑳
随
心
院
本
、
⑳
仁
和
寺
本
の
調
査
と
と
も
に
、

今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
、
⑱
六
地
蔵
寺
本
と
⑳
根
津
美
術
館
本
は
、
詞
書
や
図
様
だ
け
で
な
く
、

構
成

の
上

で
も
⑬
白
鶴
美
術
館
本
と
の
異
同
が
顕
著

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

の
異
同
は
写
し
崩
れ
と
は
性
格
を
異
に
す

る
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
室
町
時
代
末

か
ら
近
世

に
か
け
て
の

「大
師
伝
絵
巻
」

の
変
容
を
示
す
も
の
と
し
て
積
極
的
に

評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四

「
弘
法
大
師
行
状
絵
詞
」
系
統

十
二
巻
本
系
統

の
作
品
は
、
次

の
五
件
が
知
ら
れ
る
。

⑳
東
寺
本

*

⑭
)久
保
惣
記
念
美
術
館
本

⑳
東
寺
観
智
院
本

⑳
個
人
蔵
本

⑳
角
屋
本

「長
谷
目
録
」
に
は
、

十
二
巻

応
安
元
年

(
一
三
八
九
)

十
二
巻慶

長
元
和
頃

(
一
五
九
六
-

一
六
二
四
)

八
巻

慶
長
元
和
頃

十
二
巻

桃
山
～
江
戸
時
代
初
期

十
二
巻

元
禄
十
六
年

(
一
七
〇
三
)

⑳
東
寺
本
以
下
の
三
件
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

十
二
巻
本
の
原
本
は
⑳
東
寺
本

で
あ
り
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
梅
津
氏
以
下

　れ
　

諸
氏
の
論
考
が
あ
る
。
⑳
東
寺
本
は
、
序
文
と
六
十

一
段
の
事
蹟
か
ら
な
る
。
た

だ
し
第
十
二
巻

の
三
段
は
同

一
の
事
蹟
を
表
し
て
い
る
の
で
、
事
蹟
数
は
五
十
九

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
秘
密
縁
起

の
②
安
楽
寿
院
本
と
は
四
十
七
事
蹟
に
、
六
巻
本

の
⑥
地
蔵
院
本
と
は
四
十
四
事
蹟
に
、
ま
た
十
巻
本
の
⑬
白
鶴
美
術
館
本
と
は
五

十

一
事
蹟
に
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
三
者
と
比
較
す
る
と
、

⑳
東
寺
本
独
自

の
事
蹟
は
四
事
蹟
の
み
で
あ
る
。
内
題
、
各
巻
目
次
、
各
段
標
題

は
な
く
、
事
蹟
名
称
に
は
賢
賀
僧
正
筆

「弘
法
大
師
行
状
記
標
題
」
(宝
暦
七
年
、

一
七
五
七
)
記
載

の
標
題
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「長
谷
目
録
」

で
は
十
五
番
目

に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
序
文
、
賢
賀
僧
正

の
目
次
、
尊
応
准
后

の
筆
者
目
録
、
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『
考
古
画
譜
」
の
記
事
な
ど
が
収
載
さ
れ

て
い
る
。

⑭
)久
保
惣
記
念
美
術
館
本
は
、
「長
谷
目
録
」
の
二
十
番
目
に
見
え
る

「
弘
法

　ゆ
　

大
師
行
状
記
十
二
巻

東
寺

観
智
院
蔵
」
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
同
目
録
は
、

⑳
東
寺
本

の
写
本
で

「文
言
全
同
に
し
て
図
絵
亦
大
同
小
異
な
り
」
と
言
う
が
、

そ
の
通
り
に
極
め
て
忠
実
な
写
本
で
あ
る
。
享
保
八
年

(
一
七
二
三
)

の
年
記
を

持

つ
筆
者
目
録
が
付
随
し
て
お
り
、
同
目
録
は
こ
れ
と

『考
古
画
譜
』

の
記
事
を

収
載
す
る
。

⑳
観
智
院
本
は
、
「長
谷
目
録
」

の
二
十

一
番
目
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。
長
谷

氏
に
よ
れ
ば
、
第
八
巻
ま
で
の
端
本
で
、
詞
は
な
く
絵
の
み
が
存
す
る
と
い
う
。

こ
れ
に

つ
い
て
は
筆
者
は
未
確
認
で
あ
る
。

　
ゆ
　

⑳
個
人
蔵
本
は
、
か

つ
て
梅
津
氏
が
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、

紹
介
さ
れ
な
い
ま
ま
所
在
不
明
と
な

っ
て
い
る
。

　　
　

⑳
角
屋
本
は
、
平
成
四
年
に
筆
者
が
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑳
東
寺
本
か
ら

派
生
し
た
写
本
で
あ
る
が
、
⑭
久
保
惣
記
念
美
術
館
本
と
は
異
な
り
、
図
様

に
か

な
り
の
改
変
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
点
で
は
、
忠
実
な
模
本
と
い
う
よ
り
も
、
む

し
ろ
改
訂
版
的
な
要
素
の
強
い
作
品
で
あ

る
。
十
二
巻
本
は
写
本
も
少
な
く
、
変

化

に
乏
し
い
観
が
あ
る
が
、
近
世
の
も
の
と
は
言
え
、

こ
の
よ
う
な
作
品
が
あ
る

こ
と
は
興
味
深
く
思
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
天
保
四
年

(
一
八
三
.二
)
に
は
、
東
寺
本
を
も
と
に
し
た
版
本

(合

本
六
冊
)
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
巻
首
部
分
に
多
少

の
変
更
を
加
え
た

復
刻
版
も
出
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。

五

版
本

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
系
統

版
本
系
統
の
作
品
は
、

⑱
横
山
家
本

*

⑳
醍
醐
寺
本

⑳
徳
力
家
本

⑪
村
口
家
本

(甲
)

⑫
村
口
家
本

(乙
)

⑬
高
野
山
桜
池
院
本

「長
谷
目
録
」
で
は
、

目
次
に
続
い
て
、

代
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
、 次

の
七
本
が
知
ら
れ
る
。

十 十 十 十 十 十
巻 巻 巻 巻 巻 巻

二
番
日
]に

解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。

②
安
楽
寿
院
本
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　り
　

 版
本
の
成
立
に
関
し
て
は
、
川
瀬

一
馬
氏
の
論
考
が
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

初
版
は
木
食
応
其

(
一
五
三
七
-

一
六
〇
八
)
が
文
禄
五
年

(
一
五
九
六
)
に
開

版
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
二
種
の
復
刻
本
が
版
行
さ

れ
、
版
式
か
ら
第

一
次
は
寛
永
頃
、
第
二
次
は
寛
文
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
現

存
作
品
で
は
、
⑯
横
山
家
本
は
初
版
本
、
⑳
)醍
醐
寺
本
と
⑪
村
口
家
本

(甲
)
は

第

一
次
復
刻
本
、
⑩
徳
力
家
本
と
⑫
村
口
家
本

(乙
)
は
第
二
次
復
刻
本
で
あ
る

と
い
う
。

昭
和
五
年

(
一
九
三
〇
)
に
は
、
高
野
山
勧
学
院
に
伝
存
す
る
版
木
に
補
刻
を

文
禄
五
年

(
一
五
九
六
)

寛
永

(
一
六
二
四
-

一
六
四
四
)
頃

寛
文

(
一
六
六

一
-

一
六
七
三
)

寛
永
頃

寛
文
頃

安
永
十
年

(
一
七
八

一
)

「版
本
現
流
」
と
し
て
収
録
さ
れ
、
序
文
と

し
か
し
、
こ
の
解
説
の
い
う
成
立
年
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加
え
た
第
三
次
復
刻
本
が
刊
行
さ
れ
た

(奥
書
に
よ
る
)。
諸
処

に
あ
り
、
奈
良

大
学
図
書
館
も

一
本
を
所
蔵
す
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。
こ
れ
は
第

二
次
復
刻
本
と
同
版
で
あ
る
。
ま
た
、
長

谷
宝
秀
編

『
弘
法
大
師
伝
全
集
」
第
八

巻
に
所
収
さ
れ
て
い
る
も
の
も
第
二
次
復
刻
本

で
あ
る
。

⑬
桜
池
本
は
、
「
長
谷
目
録
」
の
二
十
七
番
目
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

長
谷
氏
に
よ
れ
ば
、
肉
筆
本
で
あ
る
が
、
内
容
は
版
本
に
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
未
確
認

で
あ
る
。

版
本
は
十
巻
本
と
同
じ
く
、
序
文
と
九
十

一
段
の
事
蹟

で
構
成
さ
れ
、

「高
野

大
師
行
状
図
画
」
の
内
題
、
各
巻
目
次
、
各
段
標
題
を
有
す
る
。
し
か
し
、
内
容

は
同
じ
で
は
な
く
、
詞
書
は
秘
密
縁
起
と
十
巻
本
を
折
衷
し
た
も
の
で
あ
る
。

一

方
、
図
様
に
は
秘
密
縁
起
の
影
響
は
認
め
ら
れ
ず
、
総
じ
て
十
巻
本
を
踏
襲
し
て

い
る
が
、
そ
の
中
で
は
⑳
宝
集
寺
本

に
最
も
よ
く

一
致
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
α

結

語

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
散
発
的
に
紹
介

さ
れ
て
い
た

「
大
師
伝
絵
巻
」
諸
本
を
、

梅
津
氏
の
分
類
に
し
た
が

っ
て
系
統
別

に
呈
示
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、

秘
密
縁
起
五
件
、
六
巻
本
五
件
、
十
巻
本

二
十
二
件
、
十
二
巻
本
五
件
、
版
本
六

件

の
合
計
四
十
三
件
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
は
残
念
な

が
ら
現
在
は
所
在
不
明
に
な

っ
て
い
る
も

の
も
あ
り
、
そ
の
再
発
見
が
望
ま
れ
る
。

ま
た
、
未
紹
介
の
作
品
も
多
数
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
出
現
を
期
待
し

た
い
。
な
お
、
作
品
に
よ

っ
て
言
及
内
容
に
精
粗
が
あ
る
が
、
先
行
文
献
の
う
ち

主
要
な
も
の
を
注
記
し
た
の
で
、
個
々
の
作
品
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ

た
い
。
た
だ
し

『総
覧
」
所
載

の
も
の
は
、
同
書
に
参
考
文
献
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
の
で
省
略
し
た
場
合
が
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
系
統
別
に

一
覧
し
て
み
る
と
、
同
じ
系
統
に
分
類
さ

れ
た
作
品
で
は
あ

っ
て
も
、
そ
れ
ら
は
決
し
て

一
様
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
勿
論
、
あ
る
特
定

の
作
品
を
忠
実
に
写
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
そ

の
方
が
例
外
的
で
あ
り
、
大
半
の
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
な
異
同
を
生
じ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
の
異
同
が
事
蹟

の
出
入
や
段
の
構
成
に
及
ぶ
も
の
を
、
こ
こ
で
は

異
本
と
見
な
し
て
き
た
が
、
そ
の
異
本
に
は
二
種
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
つ

は
、
六
巻
本
の
⑧

ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
サ
ク
ラ
ー
本
、
⑨
ホ
ノ
ル
ル

・
ア
カ
デ
ミ
ー

美
術
館
本
と
⑩
堂
本
家
本
、
あ
る
い
は
十
巻
本
の
⑭
逸
翁
美
術
館
本
以
下
の
四
件

な
ど
、
比
較
的
初
期

の

「
大
師
伝
絵
巻
」
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
、
成
立
過
程
に

お
け
る
個
別
の
事
蹟
選
択
が
異
同
の
主
因
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
秘
密
縁
起
の

③
総
持
寺
本
、
十
巻
本

の
⑱
六
地
蔵
寺
本
、
同
じ
く
⑳
根
津
美
術
館
本
な
ど
は
、

他
系
統
の
要
素
等
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
来
の
系
統
の
基
準
的
な
状
態

か
ら
逸
脱
し
て
い

っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
最
も
端
的
な
例
は
、
秘
密
縁
起
と
十

巻
本
を
折
衷
し
て
成
立
し
た
版
本
の
存
在

そ
の
も

の
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な

「
大
師
伝
絵
巻
」
の
変
容
は
、
室
町
後
半
以
降

に
顕
著

に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
点

に
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
が
、
「
大
師
伝
絵
巻
」

　　
　

の
中
世
末
か
ら
近
世

へ
か
け
て
の
展
開
の
考
察
は
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
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(注
)

(
1
)

圃秘
鍵

開
題

」

に
は
、
大
師
が
宮
中

で
講
讃

を
す

る
場

面

と
人

々
が
巷

で
病

に
苦

し
む
場

面
が
、
「
高
野
尋
入
」

に
は
、
大
師
が
狩
場
明
神

と
対

面
す

る
場

面

が
描

か

れ

て
い
る
。

ま
た
、
そ

の
先

の
松

の
枝

に
懸
か

る
三
鈷

は

「
三
鈷
宝

剣

」

を
暗

示

す
る

モ
チ
ー

フ
で
あ
る
。
柳
沢
孝

岡
真
言
八

祖
行

状
図

と
廃

寺
永

久
寺

真

言
堂

障

子
絵
」

(
『美
術

研
究
』
三
〇
〇

∴
二
〇

二

・
三
〇

四

・
三
三

二

・
三
三

七
号

、

昭

和

五
十

一
・
六
十

・
六
十

二
年
)
、
同

「
廃
寺
大
和
永
久
寺
真
言
堂

伝
来

の
真
言

八

祖
行
状

図

i
平
安
後
期

に
お
け

る
説
話
画

の

一
遺

例

1
」

(
『
国
際

交
流

美

術
史

研

究
会
第

八
回

シ
ン
ポ
ジ

ア
ム

説
話
美
術
』
平
成

二
年
)
参

照
。

(
2
)
梅
津
次
郎
、
論

文
1

「
池
田
家
蔵
弘
法
大
師
伝
絵
と
高
祖
大
師
秘
密
縁

起
」

『
美

術

研
究
」
七

八
号
、
昭
和
十
三
年
。
同
論
文

2

「
地

蔵
院

本
高

野
大

師
行

状

図
画

-

六
巻
本

と
元
応

本
と

の
関
係

ー
」
同
八
三
号
、
同
年
。

(
3
)
黒
川
真
道
編

『
黒
川
真
頼
全
集
第

一

訂
正
増
補

考

古
画

譜

上
巻

」

明

治

四
十

三
年
。

な
お
、
十

六
件

の
う
ち

二
件

は
同

一
作
品

に

つ
い
て
の
記
事

で
あ

る

の
で
、

作
品
数

は
十

五

で
あ
る

(
注
5
参
照
)
。

(
4
)
長
谷
宝
秀
編

『
弘
法
大
師
行
状
絵
詞
伝
」
所
収
、

弘
法

人
師

一
千

百
年

御

忌
事

務

局
発
行
、

昭
和

九
年
。
本
目
録
は
同
書

の

[
弘
法

大
師

伝
目

録
」

か
ら
、

絵

伝

だ

け
を
抜

き
出

し
た
も

の
で
あ
る
。
な
お

「
弘
法
大

師

伝
目

録
」

所

収

の
大
師

伝

の

う
ち
、
主
要

な
も

の
は
長
谷
宝
秀
編

『
弘
法
人
師

伝
全

集
』

全

十
巻

(
昭
和

九
～

十
年
)

に
お
い

て
翻
刻
さ
れ

て
い
る
。

(
5
)

『考
古

画
譜
」

と

「
長
谷
目
録
」

の
対
応
関
係
は
次

の
通

り
で
あ

る

(
『考
古

画
譜
」

記
載

の
十
六
件

を
通
し
番
号
を
付
し

て
列
記
し
、

こ
れ

に

「
長

谷
目

録
」

の
掲
載

順
位
を
対
応

さ
せ
た
)
。
本
稿

で
言
及
す
る
作
品

に
は
、
本
稿

に
お
け

る
通

し
番
号

を
付

し
た
。

な
お
、
2
と
13
は
同

一
作
品

で
あ
る
。

『考
古
画

譜
』

巻
三

加
部

「
長
谷
目
録
」

本
稿

1
高
野
大
師

行
状

図
画
刊
本

十
巻

2

⑱
～
⑬

(
版

本
系

統
)

2
同

残
欠

八
巻

10

⑭
～
⑰

『考
古
画

譜
」

巻
四

久
部

(
6
)

(
7
)

((
…

))

3
空
海
記

残
欠

『
考
古
画
譜
」
巻

五

古
部

4
弘
法
大
師
行
状

記

十

二
巻

5
同

6
弘
法
大
師
行
状

記

7
同
行
状
図
画

8
同

残
欠

9
同

残
欠

10
同

残
欠

一
巻

11
同
縁
起

二
巻

12
弘
法
大
師
行
状
画

八
巻

13
同

八
巻

14
弘
法
大
師
伝

15
同
残
欠

一
巻

『
考
古
画
譜
」
巻
六

志
部

16

四
人
師
伝
絵

注
2
掲
載
論
文

1

・
2
。

『
美
術
研
究
」
八

四
号
、

白
鶴
美
術
館
本

に

つ
い
て
」

論
文
1

・
2

・
3
は

所
収
。

3115102164.13914172015

 

1

⑥ ⑳ ⑭ ⑳

 

⑳⑭
～
⑰

梅
津
次
郎
、
論
文

3

「東
寺
本
弘
法
人
師
伝

絵

の
成
立

」

昭
和
十

三
年
。
同
論
文

4

「
弘
法
人
師
行
状

絵
巻

諸
本

と

『
弘
法
大
師
伝
絵
巻
」
角
川
書
店
、
昭
和

五
十

八
年
。

『
絵
巻
物
叢
考
』

(中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和

四
十

三
年
)

梅
津
次
郎
監
修

『
角
川
絵
巻
物
総
覧
」
角
川
書
店
、

平
成
七

年
。

二
十

三
件

の
う

ち
、

]
件

(護
国
寺
本
)
を
宮
次
男
氏
、
三
件

(
総
持

寺
本

、

サ

ン
フ
ラ

ン
シ

ス

コ

・
ア
ジ

ア
美
術
館
本
、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク
公
共
図
書

館
本

)

を
鹿

島
繭

氏
、

残

る

十
九
件
を
筆
者
が
担
当
し
た
。

注
2
掲
載
論
文
1
。

拙
稿

岡
『
高
祖
大
師
秘
密
縁
起
』
考

-
安
楽
寿
院
本

の
構

成
と

内
容

1
」

『
奈
良

大

学
紀
要
」
第

二
五
号
、
平
成
九
年
。
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(
10
)

(
11
)

(
12
)

(
13
)

(
14
)

(
15
)

(
16
)

(
17
)

　 　 　
242322
)))

　 　 　 　
21201918
))))

注
2
掲
載
論
文

1
。

佐
藤
千
尋

・
金
子
良
運
監
修

『
西
新
井
大
師

総
持
寺
』
、
西
新
井
大
師
総
持
寺
発
行
、

昭
和
五
十
九
年
。

注
7
掲
載
書
、

二
〇
五
頁
。

た
だ

し
、

『総

覧
」

記
載

の
法
量

に
は
間
違

い
が
あ
り
、

天
地
は
上
巻

二
十
七

・
○

セ

ン
チ
、
下
巻

二
十

七

・

一
セ
ン
チ
で
あ

る
。

梅

津
次
郎

「
弘
法
大
師
絵
巻

の
諸
本

に

つ
い

て
」
『
弘
法

大
師

行
状

絵

巻
」
、

東
京

美

術
、
昭
和
五
十
六
年
。

展
示
番
号
D

1
6
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
編
集

・
発
行

『
紀
州

史
絵

物

語

-
歴
史

資
料

と
し

て
の
絵
画
作
品

1
』

(平
成
六
年
)
所

収
。
本
絵
巻

の
存
在

は
、

同

館

の

小

田
誠
太
郎
氏
よ
り
御
教
示

い
た
だ

い
た
。

展

示
番

号
9
、
川
崎
市
市
民

ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム
編
集

・
発
行

『
弘
法

大
師

信

仰
展

」

(平
成

八
年
)
所
収
。

注

7
掲

載
書

で
は

「
弘
法
大
師
伝
絵

二
巻

京

都

個
人

蔵
」

と
し

て
収

録

さ

れ
て

い
る

(
二

一
ニ

ー
二

一
三
頁
)
。

注

9
掲
載

拙
稿

の

嘲
安
楽
寿
院
蔵

『
高
祖
大
師

秘
密

縁

起
」

と

諸
本

の
関
係

一
覧

表
」
参

照
。
た
だ
し
、

こ
の
表

に
お

い
て
は
、

詞
書

に
少

し

で
も
共

通

す

る
文

言

が
あ
れ
ば
対
応
す
る
も

の
と
し

て
取

り
L
げ

た

の

で
、

段

全
体

で
は
内
容

が

か
な

り
異

な

っ
て
い
る
場
合
、
ま
た

一
方

で
は
絵
画
化

さ
れ

て
い
な

い
場
合
も
含
む
。

注

2
掲
載

論
文
2
。

拙
稿

「
弘
法

大
師
伝
絵
巻

の
諸
問
題
」
『
国
際
交
流
美
術

史
研
究
会
第

八

回

シ

ン
ポ

ジ

ア
ム
説
話

美
術
」
平
成
二
年
。

宮
次
男

[
井
上

家
旧
蔵
弘
法
大
師
伝
絵
巻

に

つ
い

て
」
『
美
術
研
究
」
第
二
三

二
口亙

昭
和

三
十
九
年

。

真
保
亨

「
弘
法

大
師
伝
絵
巻

-
六
巻
本
を
め

ぐ

っ
て
ー
」
『
仏
教
美
術
』
第
五
七
口亙

昭
和

四
十
年
。

長
谷
宝
秀
編

『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
巻
六
、

一
二

一
-

一
二
一二
頁
。

注

2
掲
載
論
文

2
。

注

13
掲
載
論
文

(
東
寺
蔵

「
弘
法
大
師
行
状
絵

詞
」

の
参
考

資

料

と
し

て
白
鶴

美

　

29
)

　 　 　 　
28272625
))))

 

(
30
)

　

33
)

((

3231
))

((

3534
))

術
館
本
全
巻

の
白
黒
写
真
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
)
。

ま
た
、
梅
津
次
郎

編

『
弘

法
大

師
伝
絵
巻
』
(
角
川
書
店
、
昭
和

五
十

八
年
)

は
、
本
絵
巻
全
巻
を

カ

ラ

ー
で
公
刊

し
た
も

の
で
あ
る
。

注
17

に
同
じ
。

宮
島
新

一

「
巨
勢
派
論

(下
)

1
平
安
時
代

の
宮
廷
絵
師

1
」
「
仏
教

芸
術

』

一
六

九
号
、
昭
和
六
十

一
年
。

田

口
信
行

圃
三
大
寺
氏

の
高
野
大
師
行
状
絵
」

『画
説
」

四
十

四
号
、
昭
和
十
五
年
。

梅
津
次
郎

コ
局
野
大
師
行
状
絵

の
零
巻

に

つ
い

て
」
『
国
華
」
七
五

二
号
、

昭

和

二

十
九
年
。

拙
稿
1

「
三
大
寺
家
旧
蔵

『
高
野
大
師
行
状
絵
』

考

ー
逸

翁
美

術
館

を
中

心

に
」

『
美
術
史

の
断
面
」
清
文
堂
出
版
、
平
成
七
年
。
同
2

「同
ー
総
持
寺
本
を
中
心
に
ー
」

『
奈
良
大
学
紀
要
」

二
三
号
、
平
成
七
年
。
同

3

「同

-
薮
本
家
本
を

中
心

に
ー
」

同
二
四
号
、
平
成
八
年
。
同

4

「同

-
第

四
巻

と
第

五
巻
を
中
心

に
ー
」

『
フ
ィ

ロ

カ
リ

ア
』

一
三
号
、
平
成
八
年
。

展
示
番
号
A
6
、
『
サ
ン

フ
ラ

ン
シ
ス
コ

・
ア
ジ

ア
美
術
館
所
蔵
ブ

ラ

ン
デ
ー
ジ

・

コ
レ
ク

シ

ョ
ン
日
本
絵
画
名
作
展

ア
メ
リ
カ
が
愛

し
た
日
本
』

(
日
本

経
済

新
聞

社
、

一
九
九
五
年
)
所
収
。

注
2
掲
載
論
文
1
。

拙
稿

「
十
巻
本

『
高
野
大
師
行
状
図
画
」

の
写
本

に

つ
い
て

ー
延

暦
寺

本
を

中
心

に

ー
」
『
文
化
財
学
報
」
十

二
号
、
平
成
六
年
。

真

保
享

「
金
剛
福
寺

の
高
野
大
師
行
状
図

画
」

『文
化
財
集
中
地
区

特
別

総
合

調
査

報
告
第
六
集

四
国
八
十
八
箇
所
を
中
心

と
す
る
文
化
財

(高
知
)
」

文

化
財

保
護

委
員
会
、
昭
和
四
十

二
年
。

鹿

島
繭

「
『
弘
法
大
師
伝
絵
巻
』
十
巻
本

に

つ
い

て
」

『
ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム
」

五

一
四

号
、
平
成
六
年
。

⑳
本
誼
寺
本
は
、
拙
稿

「
本
誼
寺
蔵

『高

野
大

師
行

状
図

画
」

考

-
十

巻
本

系

写

本

の
補
考
を
か
ね

て
ー
」

(『
文
化
財
学
報
」

一
三
号
、
平
成
七
年
)
、

⑳

個
人

蔵
本

は
注
32
掲
載
拙
稿
。
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(
47
)

(
48
)

注

32
掲

載
拙
稿
参
照
。

展

示
番

号
8
、
注
15
掲
載
書
所
収
。

注

34
掲

載
鹿
島
論
文
。

注

29
掲

載
拙
稿
参
照
。

注

32
掲

載
拙
稿
、
第
三
章
参
照
。

注

32
掲

載
拙
稿
、
第
四
章
参
照
。

注

35
掲

載
拙
稿
。

注

7
掲

載
書

の
該
当
項
目
参
考
文
献

の
欄
参

照
。

本
絵
巻

は
長
ら
く
所
在
不
明
と
な

っ
て
い
た
も

の

で
あ

る
が

、

久
保

惣

記
念

美
術

館

の
河
田
昌
之
氏

の
御
教
示

に
よ
り
、
同
館

に
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

本
絵
巻

の
存
在
は
、
梅
津
氏
か
ら
御
教
示

い
た
だ
い
た
。

拙
稿

「
角
屋
所
蔵

『
弘
法
人
師
行
状
記
絵
巻
」

に

つ
い
て
」
『
角
屋
研
究
』
第

二
口亙

平
成
四
年
。
ま
た
、
続
稿
と
し

て

「
角
屋
本

『
弘
法

大

師
行

状
記

絵
巻

」

再

考

-

東
寺
本

と

の
図
様
比
較
を
中
心

に
ー
」

(
『奈
良
大

学
紀
要

」
二

一
号
、

平

成
五

年
)

を
草

し
た
。

川
瀬

一
馬

「
文
禄
五
年
版
高
野
大
師
行
状

図
画
に

つ
い
て
」
『
書
誌
学
」

復

刊

新
第

五
号
、
昭
和
四
十

一
年
。

「
長
谷
目
録
」
所
収

の
三
十

一
件

の
う
ち
、

本
稿

で
言
及

で
き

た

の
は
十

七

件

の

み

で
あ
る
。
残
る
十
四
件

の
う
ち
、

一
件

(
三
十

番
目
)
は
掛
幅
本

で
あ

る

た
め
、

六
件

(
一
・
三

・
五

・
九

・
十

一
・
十

三
番

目
)

は
内
容

不
明

で
あ
る

た
め

に
除

外

し
た
。
ま
た
、

一
件

(
四
番
目
、
焼
失
)

は
秘

密
縁

起

系
統

の
可

能
性

が

考
慮

さ
れ
る
が
、
断
定
す
る

に
は
至
ら
ず
、

一
件

(六

番

目
、

所

在
不

明
)

は
内

容

の

一
部

は
記
さ
れ

て
い
る
が
、

や
は
り
系
統

を
判
断

す

る

に
は
至

ら
な

い
作

品

で
あ

る
。

残
る
五
件

(
二
十
三

・
二
十

四

・
二
十
六

・
二
十

八

・
三
十

一
番

目
)

は
、

い
ず
れ
も
近
世
以
降

に
製
作
さ
れ

た
も

の
で
あ
る
。

「
長
谷
目
録
」
は
、

二
十

三
番

目
は
版

本
を
、
二
十
八
番
目

は
十
巻
本
を
改
作

し

た
も

の
と

い
う
が
、

筆

者

は
未

確

認

で
あ
る

の
で
本
稿

で
は
除
外
し

た
。
他

の
三
件

は
、

内
容

的

に
本
稿

で
扱

っ

た
五
系

統

に
は
分
類
し
き
れ
な

い
作
品

で
あ
る
。

こ
れ
ら

も

「
大

師
伝

絵
巻

」

の

近
世
的
な
展
開
を
示
す
も

の
と
し

て
注
目

さ
れ
る
。

(付

記

)

本

稿

は

、

あ

る

。

平
成
八
年
度
に
鹿
島
美
術
財
団
よ
り
助
成
を
受
け
た
研
究
の
成
果
の
一
部
で
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